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５月号 

  運営委員会報告   4/13 於 柳泉園会議室   

 

■ テニスコート整備費の一部使用について 

昨年１０月から、今年の３月までの「久米川コ－ト整備事業の委託

費」として、２４７，９１２円が体協より入金されました。 

これまでのコート整備は雨の後に、砂をまいて、ローラーをかけて

いましたが、乾燥して砂が飛散すると凸凹部分が再度現れてくる

という繰り返しで、解決策とはなっていませんでした。 

これまで体協（＝市）に対して、凸凹の解消のためには、粘着力の

強い「荒木田」という土と、それを定着させるための塩化カルシュ

ムが効果的であり、それを購入するよう再三要請をしてきました。

しかし予算化されていないという理由で拒否されてきました。 

運営委員会としては苦渋の決断ではありますが、今回、緊急対策

として荒木田と塩カリを購入し、委託費の一部をそれに充てる事と

しました。予算的には８０，０００円ほどとなります。 

しかし、これは体協（＝市）が本来は負担すべきものであり、今後

とも体協に対しては、来年度以降きちんと予算化するように引き続

き交渉を行っていきます。 

荒木田と塩カリを使用するようになると、砂は百害あって一利なし

となりますので、砂撒きは禁止としますので、ご注意下さい。 

 

■ 技術部より、6 月から第 2 期のスクールが始まります。 

 

■各クラブからのお知らせ 

・萩山 ナイター練習会 5/3(日) 17-21 時  恩多 A,B,C 

・青葉 ナイター練習会 5/31(土) 17-21 時 恩多 A,B,(+C?) 

                6/29（日）19-21 恩多 A,B,C  

・栄  ナイター練習会  5/24(土) 17-19 時 恩多 A,B,C 

                      〃    19-21 時  〃   B,C  
・諏訪 ナイター練習会 5/17(土) 17-21時 恩多 A,B,C 
・美住 ナイター練習会 5/10(土) 17-21時 恩多 B,C 
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  太田杯開催                       

     ５月１１日（日） 男子、 ５月１８日(日) 女子                   

      いずれも久米川コートにて (予備日 5 月 25 日)                   

         

各クラブの夏合宿の予定決定       

    萩山 ８月２３(土)～２４(日) 

         シーサイドホテル九十九里 

    青葉 ７月１２(土)～１３（日） 

         軽井沢ゆうすけ温泉旅館 

    諏訪 ７月２６(土)～２７(日) 

富士山中湖ホテル 

     栄   ８月２(土)～３(日) 

         北軽井沢 艮山荘（ごんざんそう） 

    美住 ８月２３(土)～２４(日) 

         群馬県てんとう虫 

市民テからのお知らせとお願い    

  ■ 平日のコート整備に関してのお願い 

     久米川コートの整備については平日の要員が不足しています。 

     平日に時間を割いていただける方の登録をお願いします。  

     参加できる曜日と時間を予め登録いただいて、その時間帯だけ 

     コートに参集いただく事になります。 

     ご協力いただける方は、各クラブの会長宛に、参加可能な曜日と 

     時間帯、連絡方法をお知らせ下さい。多くの方のご協力をお願い 

     いたします。 

■ ３５周年記念行事実行委員会の第１回目の会合が４月１９日に開催さ   

れました。 誰もが、参加できる楽しいイベントを企画することになり 

ましたので、ご期待下さい。 

なお、運営委員長には稲用 一さん(栄クラブ)が、会計担当には横井 

満子さん（美住クラブ）が選任されました。 

 

              

                                                 ナイター 恩多コート                                        

    

                               

    春季大会、太田杯などでコートの使用が制限されています。 

 

   数字は久米川コート、英字は恩多コート 

  3(土) 4(日) 5(月) 6(火) 10(土) 11(日) 17(土) 24(土) 31(土)     西校  

7-9 A.B.C A.B.C A.B.C A.B.C A.B.C A.B.C A.B.C A.B.C A.B.C    9-13 13-17 

8-9 ―  ―  ―  1,2,3,5 ―  ―  ―  ―  ―   17(土) 美住 萩山 

9-11 ―  ―  ―  1,2,3,5 1,2,3,5 ―  1,2,3,5 1,2,3,5 1,2,3,5  18(日) 青葉 ―  

11-13 ―  ― ― 1,2,3,5 1,2,3,5 ―  1,2,3,5 1,2,3,5 1,2,3,5  24(土) 栄 諏訪 

13-15 ―  ― ― 2,3,5 1,2,3,5 ―  1,2,3,5 1,2,3,5 2,3,5  25(日) 美住 青葉 

15-17 ―  ― ― 2,3,5 1,2,3,5 ―  1,2,3,5 1,2,3,5 1,2,3,5     

17-18 ―  ― ― 1,2,3,5 1,2,3,5 ―  1,2,3,5 1,2,3,5 1,2,3,5     

   

     ガットに関する要望・お問い合わせ ⇒ 編集責任者 萩山クラブ 古村 浩三 kkoldvillage@gmail.com まで                                                                          

7(水) 19-21 A,B,C 

14(水) 19-21 A,B,C 

21(水) 19-21 A,B,C 

28(水) 19-21 A,B,C 

http://www.higashimurayamatennis.com/ 
http://www.higashimurayamatennis.com/i.html 

５月のコート 
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『ガット』関連のリクエスト・お問い合わせは ⇒ 編集責任者 萩山クラブ 古村浩三 kkoldvillage@gmail.comまで 

 
 
 
 
     「柳杯」っていったい何？ 
                                                                  柳杯実行委員長 小武海 一喜 （諏訪クラブ）           

今年２００８年は市民テにとって節目の年３５周年を迎えることになります。 
青年期から熟成された成人期に向けて着実に一歩一歩進んでいますが、歳を重ねるに連れて市民テも変化していっています、私たち会員も又新旧 
交代を繰り返しています。 

   今回は、市民テの毎年の行事として定着している「柳杯」についてもう一度説明して見たいと思います。このことは昨年の大会の際に何人かの会員の 
方から…「柳杯」って何なの？…と言う素直で素朴な質問があったことが発端です。 

 「柳杯」の名前は市民テの母体となった１９７３年（昭和４８年）創立の「東住宅テニスクラブ」の会長さんの名前が「柳 利夫」さん…その苗字を頂いてい 
ます。 その柳さんが主体となって、当時の仲間と一緒に地域限定であった「東住宅テニスクラブ」を東村山市民テニス協議会へと発展させ、１９９７年 
２月にご逝去されるまでの間、市民テの会長として又名誉会長としてご活躍され、市民テ発展のために大変なご功績を残されたのは記念誌（柳会長 
を偲んで等）の記述のとおりです。その功績と人柄なりとエピソードを交えて簡単にまとめてみます。 
【功績】 

     ①東住宅の住民を中心に作られたテニスクラブを現在の姿に発展された。                         
     ②市民テの会長として東村山市、硬式テニス連盟との交渉にご尽力された。 
     ③市民テの後輩の指導と後継者の育成に根気よく努められた。 
     ④戦前、日本のトッププレヤーでウインブルドンなどでも活躍された太田芳郎先生との深い関り合いから、          

姉妹都市である柏崎市とのテニス交流にご尽力された。 （太田先生は東村山市の名誉市民です） 
【人柄】  

    市民テのホームページに写真が掲載されていますが、いつもニコニコとしていて、温厚でただただ市民テを 
   こよなく愛した何よりも人との付き合いを最も大事にしていました。 そう言えば何かにつけ当時若者で 
   あった我々とも良く飲んでいました。 

【エピソード】                                                                                       ありし日の柳 利夫さん 
   柳会長は自宅から久米川コートまではマイカーならぬマイチャリンコでハンドル前の籠にラケットを載せて通っていました、毎週土日は朝１番から夕方 

暗くなるまでコートに残っておられましたので、何のお仕事をやっている方かと心配したものです。 
   エピソードはその他に記念誌に沢山掲載されておりますので省略します。 以上のような会長さんでしたので、会員の皆さんを始め多くの方から「柳 
   さん、会長さん」と親しまれた方です。 

亡くなられたその年１９９７年の１１月に故人を偲び、その功績を称え、柳さんがモットーにされていた仲間、家族を大切にする心でテニスを楽しみた 
いということを実現するために、皆が参加できるような大会として毎年行われています。 

   
 
【北海道への誘い】                                                         岩崎 弘 （萩山クラブ）  

  厳しい難関をくぐり抜け(？)、今年から市民テに入りました岩崎です。 実は自宅は北海道恵庭市にあり、昨年夏より、４度目の東京勤務で、恩多町に 
   あるグリーンドーム（会社寮）に単身赴任しています。寮より徒歩３分にある恩多コートでの早朝練習やナイター練習、クラブの練習会などに参加出来 
   るようになり、大変嬉しく思っています。熱烈ハードな強化練習・楽しく愉快なおやつ付き練習など、どしどし誘って下さい。 
  私はプレヤーとしてテニスを楽しんでいますが、それ以外に、日本テニス協会（JTA）の審判資格を所持し、ロービングアンパイヤ、ラインアンパイヤや 
  チェアアンパイヤとして年に５～６回ほどの大会に参加しています。  
  特に最近は、北海道帯広で行われている女子国際大会（賞金総額２万５千ドル）に、毎年審判員として 
  参加しています。そのおかげで、森田あゆみ、高雄恵利加、浜村夏美などの一流選手との交流が生ま 
  れることになりました。  
  同様の大会が軽井沢、草津、甲府などでも行われているので、今年はそちらへも出没して（審判仕事 
  の合間に）テニス観戦を楽しんでみたいと思っています。                               
  最後に、私の地元北海道の大会へのご案内です！ ６月１６日～２２日に「北海道毎日テニス選手権」 
  が千歳市青葉コート他で行われます。私は、毎年大会役員として参加しています。ホテル手配、温泉・ 
  飲食店（激旨ラーメン・肉厚ジンギスカン・感激生ビール）紹介などのコーディネイトを無料でさせて頂 
  きますので、ご一報下さい!!                                                      中央筆者、右端 森田あゆみプロ  
  これからのお付き合いよろしくお願いいたします。                                        
                                                             

 




